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原因となる食物を摂取して１時間程度以内に蕁麻疹のような症状がみられるもの

を、即時型アレルギー反応といいます。重症のお子さんはアナフィラキシーとなり生

命にかかわることもあるため注意が必要です。以前はその怖さばかりが強調されてき

ましたが、安易に食事制限をすると栄養不足だけでなく、様々な社会生活への影響が

みられます。食物アレルギーに対しては「必要最小限の除去を行うこと」が重要とさ

れており、それには二つの意味があります。一つ目は「食べると症状がみられるもの

だけを除去すること」です。血液検査が陽性でも食べられることはよく経験します。

二つ目は「原因食物でも症状が見られない食べられる範囲までは食べる」ことです。

食べても症状がみられない量がわかっているのであれば、食べていたほうが早く治っ

ていく（経口免疫寛容） 

と考えられるようになりました。食べられる量を決めるためには現在の摂取状況や誤

食をした際の様子が参考になりますが、必要に応じて食物経口負荷試験を行います。

最近では乳児期からお子さんにあわせて、少なめの量を無理せず試すようになってき

ました。食べられる量がみつかれば、自宅で慎重に継続し、だんだんと増量していき

ます。症状がみられる食物を食べさせることは不安だと思いますし、実際に危険性も

あります。よい主治医をみつけ、食べさせる量や形態、食べた後の観察について指導

を受けましょう。乳幼児期に発症した即時型反応の多くは成長とともに食べられるよ

うになっていきます。 
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